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Point1

議会の重要な権限 「決算認定」 を行う

ため、 設置される委員会
Point2

令和 5 年度予算がどのように使われ

たか？使い方は適正か？審査する
Point3

長島議長・島田監査委員を除く全議員

（18 名）が委員になり審査する

決算特別委員会とは？決算特別委員会とは？

　☑ 会計の種類

①一般会計

②国民健康保険特別会計

③後期高齢者医療保険特別会計

④農業集落排水事業特別会計

⑤戸別浄化槽事業特別会計

⑥霊園事業特別会計

⑦介護保険特別会計

⑧水道事業会計 （企業会計）

⑨下水道事業会計 （企業会計）

市の会計には「一般会計」「特別会計」

「企業会計」の３つの会計があります

一般会計は

福祉・教育・土木など基本的な経費を

市税などを主の財源として経理する

特別会計は

事業目的を限定し、特定の歳入を特定

の支出に充てて経理する

企業会計は

独立採算により特定の事業を経理する

会計の種類とは？

決算特別委員会を決算特別委員会を

開催開催

◀
９
月
９
日
決
算
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別
委
員
会
採
決
時
の
様
子

　＼年に 1 度／＼年に 1 度／

議会が市の令和議会が市の令和５５年度決算を年度決算を ☑☑ チェックチェック

審査対象は審査対象は

9 会計9 会計



3議会だより 第 75 号

決算額決算額384億円 384億円 小美玉市は小美玉市は 何割自治？ 何割自治？

☜審議内容は次のページ審議内容は次のページ

☑ 市の財政事情を探る

市税 （28％）

70 億円

繰入金 （5％）

13 億円

諸収入 （2％）

4 億円

その他 （6％）

17 億円地方交付税 （23％）

57 億円

国庫支出金 （18％）

46 億円

県支出金 （7％）

18 億円

市債 （3％）

7 億円

地方消費税交付金 （5％）

12 億円

その他 （3％）

9 億円 一般会計歳入内訳

４割自治４割自治

決算質疑 どう使われた？決算質疑 どう使われた？

よく３割自治って聞きますが…

　多くの地方自治体は自主財源が３割程度し

かなく、 残りの財源は国からの交付金に頼っ

ているのが現状です。 こういった、 本来の地

方自治とかけ離れている状況を揶揄して 『３

割自治』 と言われるようになりました。

　自主財源の確保は行政活動の自立性と安定

性に繋がるため、 適切に経費削減を行い、 最

大限の成果を出すことは必要不可欠であり、

それらを監視する議会は重要な役割を担って

います。

国
の
支
援
に
頼
ら
な
い
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自主財源の維持向上が求められる自主財源の維持向上が求められる

令和５年度 会計別の決算状況

会　計　別 歳　入 歳　出 歳出の
前年度比（%）

一 般 会 計 252億9,090万円 241億8,041万円 1.7 ↓  

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 52億381万円 51億6,101万円 1.9 ↑

後期高齢者医療保険 6億8,392万円 6億8,229万円 　5.3 ↑

農 業 集 落 排 水 2億9,977万円 2億7,811万円  13.1 ↓

戸 別 浄 化 槽 1億6,259万円 1億5,480万円 269.5 ↑

霊 園 1,341万円 1,217万円 61.4 ↓

介 護

保 険

（ 事 業 ） 41億9,208万円 41億619万円 1.9 ↑

（サービス） 1,084万円 1,052万円 27.8 ↑

小　　　計 358億5,732万円 345億8,550万円 0.5 ↓

企

業

会

計

水 道
収益的収支 8億5,913万円 8億3,955万円 2.8 ↑

資本的収支 5億1,907万円 8億8,010万円 6.9 ↓

下水道
収益的収支 12億7,247万円 11億1,617万円 2.2 ↑

資本的収支 6億8,416万円 10億3,359万円 2.9 ↑

合　　　計 391億9,215万円 384億5,491万円 0.4 ↓
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ランドセルの６色化は、 令和 5 年度から子ども

たちの個性や多様性を尊重することを目的とし

て開始されたものである。 購入単価の値上げは、

多色化よりも物価高騰による影響が大きかった

こともあり、 ６色化を見直す予定はない。

　決　算　議　案

　
　新入学児童用ランドセル購入事業

　未来を担う子どもたちへのお祝いと健やかな成長を

　願いランドセルを贈呈する。

　

　　　　決算額　８３８万６, ９５０円 （増減率 +44.8％）

     消耗品費（防災備蓄品等）2,065,310円の

　　 内訳及び防災備蓄品の状況はどうなっているか。
　決　算　議　案

　

　 防災対策諸費

　 防災思想 ・ 防災知識を普及啓発し、 防災意識の

　 高揚を図る。

　

　　決算額　1,181万4,656円（増減率-29.3％）

　　　　　◆購入した備蓄品

備蓄食料品 ： アルファ化米　3,000 食

　　　　　　　　　レトルト　　　　　　330 食

　　　　　　　　　保存用パン　　3,000 食

　　　　　　　　　ミルク等　　　　　　 計 1,211,209 円

消耗品 ： 折り畳み簡易ベッド、 非常用おむつ、 授乳服等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 854,101 円

　　　　　◆備蓄状況

備蓄食料品 ： アルファ化米　29,000 食

　　　　　　　　　水 （500 ㎖）　 1,410 本

　　　　　　　　　水 （2 ℓ）　　　　　  300 本

　　　　　　　　　その他スープ、 ミルク等

消耗品 ： 毛布 1,350 枚、 段ボールベッド 77 台

　　　　　　その他非常用発電機、 衛生用品等

今後ランドセルの増額が見込まれるのであれば、

６色化の見直しは検討されるのか。

特別委員会 Q & A

　 市長から提出された令和 5 年度決算議案の審査を行

うため、 ９月９日に決算特別委員会を開催しました。 委

員からどのような質疑や要望があったのか、 その一部につ

いてお知らせします。 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　決算の詳細はこちら☞

　　　どう使われた？　　　どう使われた？

▲左から、 黒色（ブラック）紺色（ネイビー）茶色（キャメル）赤色（ビビッドピンク）紫色（スミレ）水色（サックス）

Ｑ

議 員

Ｑ

議 員

Ａ

市担当課

Ａ

市担当課

決算質疑

▲市防災倉庫内

☝�見本カラーは 
こちら
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特別委員会 Q & A

決　算　議　案

観光振興事務費

自然環境や歴史文化遺産、 農畜産物などを活かした

観光施策を企画 ・ 開発し、 交流人口の増加を図ると

ともに定住人口の増加につなげる。

決算額 2,908 万 819 円 （増減率 -22.7％）

決　算　議　案

シビック ・ ガーデン維持管理事業

市民等が家族ぐるみで、 土に親しみ野菜や花を育

て自然とふれあいながら収穫の喜びを味わい、 ま

た都市と農村の交流による地域農業の振興を目的

とする。

決算額 211 万 100 円 （増減率 -32.2％）

シビック ・ ガーデン敷地の借地解消にどのよう

な検討が必要と考えるか。

シ ビ ッ ク ・ ガ ー デ ン 敷 地 面 積29,952㎡ の う ち

21,052㎡が借地で、 地権者10名対し、

1,065,100円/年の借地料を支出している。

借地解消の検討には用地取得に要する経費の把握が

必要なため、 不動産鑑定委託料を補正計上している。

今後、 事業の必要性や継続性も含めて関係所管と調

整しながら慎重に協議していく。

決算審査は、 次年度予算編成につなげるための大事な

審査です。 ここでの審査を踏まえ、 予算編成し、 予算審

査を経て、 事業が実施されます。 このようなサイクルを

繰り返し、 市政運営のさらなる向上が図られます。

課題としては、 来場者アンケートにおいて 「会場まで

のアクセス」 に関する意見が回答者のうち 77％を占

めた。 一方、 打上場所については、 「湖上が良い」 と

回答した方が 89％を占めており、 次回も大井戸湖岸

公園での開催を念頭とすると、 会場までのアクセス向

上の検討が必要と考える。

第 1 回おみたま花火大会において、 どのよ

うな課題が抽出されたか

決　算　議　案

新型コロナウイルス感染症予防事業

新型コロナウイルス感染症から市民の生命及び健康

を守り、 市民が安心して公共施設を利用できるよう

感染症予防のための環境整備を実施する。

決算額　３６万１, ５５５円 （増減率 -93.4％）

予防ワクチン接種が国の補助事業ではなくな

ったが、 現在も発生が増えている。 課題の取

り組み対策はできているか。

新型コロナウイルス感染症については、 今なお感染

者が発生していることから、 市民の利用される公共

施設の窓口を主として感染症予防のためのアルコー

ル消毒液や消毒用ペーパータオルといった物品を配

付し対応している。

また、 国や県 ・ 報道等の各種情報収集に努め、 今後

も全庁的に連携し、 感染症対策を講じていく。

Ｑ

議 員

Ｑ

議 員

Ｑ

議 員

Ａ

市担当課

Ａ

市担当課

Ａ

市担当課

▲昨年開催された第 1 回おみたま花火大会

予算編成

予算執行 ↵

↵

↵
↵

決算審査
予算が適正かつ効率的に
使われたかの審査 予算審査
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第３回定例会　審議結果等一覧（全32件）令和 6年

■条例 （３件）

72 子ども ・ 子育て会議条例の一部改正  
子ども ・ 子育て支援法の一部改正及びこども基本法の
施行に伴い、 所要の改正を行うもの

文教

福祉

原案

可決

73
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に
伴い、 所要の改正を行うもの

文教

福祉

原案

可決

74 農政審議会条例の一部改正  
農業団体等の合併による関係団体の減少及び審議会を
機動的に開催するため、 所要の改正を行うもの

産業

建設

原案

可決

■補正予算 （９件）

75 一般会計補正予算 （第４号）
[補正額]� 5億7,842万4千円
[補正後額]� 249億9,389万9千円

各委員会
原案

可決

76 国民健康保険特別会計補正予算 （第１号）
[補正額]� △1,504万9千円 
[補正後額]� 53億9,644万3千円

文教

福祉

原案

可決

77 後期高齢者医療保険特別会計補正予算 （第１号）
[補正額]� △336万8千円
[補正後額]� 7億3,448万2千円

文教

福祉

原案

可決

78 戸別浄化槽事業特別会計補正予算 （第１号）
[補正額]� 727万5千円
[補正後額]� 4,680万2千円

産業

建設

原案

可決

79 霊園事業特別会計補正予算 （第１号）
[補正額]� 73万9千円
[補正後額]� 1,582万9千円

総務
原案

可決

80 介護保険特別会計補正予算  （第１号）

【保険事業】
[補正額]　　1億1,524万3千円　　[補正後額]� 40億9,503万1千円

【介護サービス】
[補正額]　　　　　32万2千円　　[補正後額]� 929万1千円

文教

福祉

原案

可決

81 水道事業会計補正予算 （第１号）

【収益的収入及び支出】 
収入   ［補正額]　　 10万円　 　[補正後額] 9億8,225万4千円
支出   ［補正額]△26万4千円　　 [補正後額] 8億7,127万円

【資本的収入及び支出】 
支出   ［補正額]    900万円　   [補正後額] 9億9,000万2千円

産業

建設

原案

可決

82 下水道事業会計補正予算 （第2号）

【収益的収入及び支出】 　
収入   [補正額]△952万2千円　　[補正後額] 15億7,943万9千円  
支出   [補正額]△357万7千円　　[補正後額] 15億3,135万8千円

【資本的収入】
収入   [補正額]   1,550万円　　[補正後額] 13億2,430万3千円

産業

建設

原案

可決

95  一般会計補正予算 （第5号）
[補正額]� 1,109万8千円
[補正後額]� 250億499万7千円

ー
原案

可決

■請願 （1 件）

1
 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
 ための政府予算に係る意見書採択を求める請願

請願者 ： 茨城県教職員組合　執行委員長　井坂　功一　
紹介議員 ： 香取　憲一 

文教

福祉
採択

■陳情 （1 件）

2
パレスチナ ・ ガザ地区の停戦を求める決議と
意見書に関する陳情

陳情者 ： 飛田　元雄　氏 総務 採択

■諮問 （２件）

1
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて
任期満了に伴い、 菊地　稔氏を再推薦するもの ー

原案

適任

2
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて
欠員に伴い、 遠藤　啓一氏を新たに推薦するもの ー

原案

適任

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果

審議結果
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■決算 （５件）

86 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 〔歳入〕  　2億9,976万5千円　  〔歳出〕  2億7,811万1千円 決算
原案

認定

87 戸別浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定 〔歳入〕  　1億6,258万9千円　  〔歳出〕  1億5,479万8千円 決算
原案

認定

88 霊園事業特別会計歳入歳出決算認定 〔歳入〕       1,341万4千円　　〔歳出〕     1,217万5千円 決算
原案

認定

90 水道事業会計決算認定

【収益的収入及び支出】
　〔歳入〕  8億5,913万1千円  　〔歳出〕  8億3,954万9千円

【資本的収入及び支出】
　〔歳入〕  5億1,906万6千円 　 〔歳出〕  8億8,010万4千円

決算
原案

認定

91 下水道事業会計決算認定

【収益的収入及び支出】
　〔歳入〕12億7,247万1千円    〔歳出〕11億1,617万4千円

【資本的収入及び支出】
　〔歳入〕  6億8,415万5千円    〔歳出〕10億3,359万3千円

決算
原案

認定

■その他 （3 件）

92 茨城租税債権管理機構規約の変更について
森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の施行に伴い、

所要の改正を行うもの
総務

原案

可決

93 動産の買入れ契約の締結について
消防ポンプ自動車の買入れの契約を締結するため、 地方自治法及び

市条例の規定に基づき、 議会の議決を求めるもの
総務

原案

可決

94 動産の買入れ契約の締結について
高規格救急自動車の買入れの契約を締結するため、 地方自治法及び

市条例の規定に基づき、 議会の議決を求めるもの
総務

原案

可決

■発議 （３件）

２
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書について

詳細は16ページ ー
原案

可決

３ パレスチナ ・ ガザ地区の即時停戦を求める意見書について 詳細は16ページ ー
原案

可決

４ パレスチナ ・ ガザ地区の即時停戦を求める決議について 詳細は16ページ ー
原案

可決

【賛否が分かれた議案等】　（５件）

№
議案に対する賛否

（賛成 ： ○ ・ 反対 ： ●）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19  20

付託

委員会

審議

結果

 

鬼
田　

岳
哉

 

宮
内　

勇
二

 

戸
田　

大
我

 

内
田　

和
彦

 

山
崎　

晴
生

 

真
家　

功

 

香
取　

憲
一

 

長
津　

智
之

 

島
田　

清
一
郎

 

鈴
木　

俊
一

 

村
田　

春
樹

 

石
井　

旭

 

谷
仲　

和
雄

 

長
島　

幸
男

 

岩
本　

好
夫

 

福
島　

ヤ
ヨ
ヒ

 

大
槻　

良
明

 

田
村　

昌
男

 

市
村　

文
男

 

荒
川  

一
秀

71
国民健康保険条例の

一部改正

健康保険の被保険証の廃止に伴い、 所要の改正を行うもの 文教
福祉

原案

可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ー ○ ● ○ 〇 〇 〇

83 一般会計歳入歳出決算認定
 〔歳入〕 252億9,089万5千円    〔歳出〕 241億8,041万3千円

決算
原案

認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ー ○ ● ○ 〇 〇 〇

84
国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定

 〔歳入〕 52億381万2千円　 　〔歳出〕 51億6,100万7千円
決算

原案

認定〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 ● 〇 〇 〇 〇

85
後期高齢者医療保険特別会計

歳入歳出決算認定

 〔歳入〕6億8,391万9千円 　  〔歳出〕  6億8,229万2千円

決算
原案

認定〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 ● 〇 〇 〇 〇

89
介護保険特別会計

歳入歳出決算認定

【保険事業】

 〔歳入〕 41億9,207万5千円　　〔歳出〕 41億619万3千円　

【介護サービス】

 〔歳入〕 　　1,084万1千円　　〔歳出〕   1,051万7千円
決算

原案

認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 ● 〇 〇 〇 〇

※議長は採決に参加しません

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果

審議結果
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◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長

小美玉市議会は３つの常任委員会（総務・文教福祉・産業建設）を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。第 3回定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

◆
令
和
６
年
度
小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

�

【
議
案
第
75
号
】

問
　
健
康
診
査
費
の
増
額
要
因
を
伺
う
。

答
　�

対
象
者
に
受
診
勧
奨
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
今

ま
で
の
受
診
率
よ
り
向
上
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。

問
　�

や
す
ら
ぎ
の
里
施
設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
屋
外
照

明
設
備
工
事
と
駐
車
場
区
画
線
設
置
工
事
の
内
容
と
工

期
を
伺
う
。

答
　�

屋
外
照
明
設
備
工
事
は
、
小
川
公
民
館
の
利
用
制
限
が

12
月
末
の
た
め
、
夜
間
利
用
も
想
定
し
た
環
境
設
備
の

追
加
で
工
期
は
来
年
１
月
か
ら
夜
間
利
用
で
き
る
よ
う

年
内
完
了
を
予
定
と
し
て
い
る
。

　
　

�

駐
車
場
区
画
線
設
置
工
事
は
書
画
棟
の
前
に
あ
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
へ
の
区
画
線
設
置
で
工
期
は
年
内
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。

　
問　

�

四
季
文
化
館
施
設
維
持

管
理
費
の
水
道
使
用
料

の
増
額
理
由
を
伺
う
。

答
　�

４
～
７
月
分
に
お
い
て

昨
年
度
比
２
倍
以
上
の

水
道
使
用
量
と
な
っ
て

い
る
た
め
。
現
在
、
漏

水
も
考
慮
し
調
査
中
で

あ
る
。

総
　
務

（委　員）

◎長 津

〇真 家

   荒 川

   山 崎

   戸 田

   鬼 田

◆
令
和
６
年
度
小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

�

【
議
案
第
75
号
】

問
　�

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
使
用
料
18
万
５
千
円
は
ど
の
よ
う

な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
追
加
す
る
の
か
伺
う
。

答
　�

電
子
申
請
を
利
用
す
る
市
民
と
担
当
部
署
と
の
間
で
、

双
方
向
で
送
受
信
が
可
能
と
な
る
。
担
当
部
署
か
ら
登

録
者
に
向
け
て
も
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
お
知
ら
せ
や
通
知

が
で
き
る
機
能
を
追
加
す
る
。

問
　�

消
防
本
部
の
庁
舎
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
内
容
や
工
期

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　�

女
性
消
防
職
員
が
隔
日
勤
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
女

性
専
用
シ
ャ
ワ
ー
室
、
洗
濯
機
等
を
配
置
で
き
る
洗
面

所
や
仮
眠
室
用
の
ベ
ッ
ド
等
の
設
置
に
つ
い
て
年
度
内

の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　�

過
誤
納
還
付
加
算
金
に
つ
い
て
、
年
度
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
る
が
、
今
年
度
多
く
な
る
要
因
を
伺
う
。

答
　�

主
な
理
由
は
、
法
人
税

で
事
業
所
の
確
定
申
告

に
お
け
る
損
益
が
出
た

こ
と
に
よ
り
、
予
定
納

税
額
に
対
し
過
払
い
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

事
業
所
に
よ
っ
て
は
、

１
千
万
円
単
位
で
還
付

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
本
年
度
は
大

き
い
対
象
が
発
生
し
た

こ
と
に
よ
る
。

文
教
福
祉

（委　員）

◎石 井

〇島 田

   大 槻

   谷 仲

   鈴 木

   内 田

   宮 内

産
業
建
設

（委　員）

◎村 田

〇福 島

   市 村

   田 村

   岩 本

   香 取

◆�

小
美
玉
市
農
政
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て�

【
議
案
第
74
号
】

問
　
審
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
方
か
伺
う
。

答
　�

条
例
上
の
定
め
は
、
市
議
会
議
員
、
農
業
団
体
、
農
林

事
務
所
、
経
営
普
及
部
門
、
農
家
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
の

方
で
あ
る
。

　
◆
令
和
６
年
度
小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

�

【
議
案
第
75
号
】

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
期
間
を
伺
う
。
　
　

答
　�

11
月
中
旬
に
発
行
し
、
令
和
７
年
１
月
末
日
ま
で
の
使

用
期
間
で
予
定
し
て
い
る
。

要
望
　�

使
用
期
間
が
短
い
た
め
、
次
回
は
期
間
に
つ
い
て 

考
慮
し
て
ほ
し
い
。

◆
令
和
６
年
度
小
美
玉
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

�

【
議
案
第
81
号
】

問　

�

企
業
債
残
高
は
い

く
ら
か
。

答
　�

令
和
５
年
度
末
日

の
残
高
は
56
億 

９
９
０
０
万
で
あ

る
。

　

企
業
債
と
は
…

　
　

�

事
業
資
金
調
達
を

目
的
と
し
た
銀
行

等
か
ら
の
借
入
れ

の
こ
と

常任委員会 Q & A

▲ 9 月 11 日

▲ 9 月 12 日

▲ 9 月 13 日



9議会だより 第 75 号

問
部
活
動
の
地
域
移
行

化
に
つ
い
て
現
状
を

伺
う
。

答
教
育
長

　
現
在
市
内

４
校
４
部
活
動
で
、
小

美
玉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
委
託

し
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に

お
お
む
ね
３
時
間
活
動
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

拠
点
校
部
活
動
（
定
め
ら
れ
た

拠
点
校
に
他
の
学
校
か
ら
も
参

加
）
は
１
部
活
動
で
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
地
域
移
行
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
り
、
市
や
学

校
は
、
民
間
団
体
や
指
導
者
と

の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。
活
動

方

針

や

活

動

状

況
、
ス

ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
共
通
理
解
を
図

り
、
ま
た
、
指
導
者
登
録
に
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講

が
必
須
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
、

過
度
な
指
導
と
な
ら
な
い
よ
う

委
託
先
や
地
域
ク
ラ
ブ
に
定
期

的
に
要
請
し
て
い
く
。

災
害
時
の

支
援
体
制

問
災
害
時
の
市
民
へ
の

具
体
的
な
支
援
体
制

を
伺
う
。

答
総
務
部
長

　
災
害
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
方

に
対
し
て
、
災
害
見
舞
金
等
の

支
給
や
、
税
・
保
険
料
等
の
減

免
な
ど
が
あ
る
。
課
題
と
し
て

は
、
手
続
き
が
複
数
課
に
ま
た

が
っ
て
い
る
こ
と
で
支
援
内
容

が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
関
係
各
課
と
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
や
、

制
度
・
手
続
き
の
情
報
を
集
約

し
た
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
等
の
対
策
を
進
め
て

い
く
。

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

一般質問とは…�市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や 

意見を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。

部活動の地域移行には丁寧かつ十分な配慮を 戸
と だ

田 大
だ い が

我
答弁  生徒の望ましい成長を保障できる体制整備に努める 録画映像

◆鬼田　岳哉　議員……………P13
（1）第三セクター 稼ぐ力をつけるために

（2）夏季停電対策の強化を

（3）地域の遊び場確保に向けて

（4）新たな創業支援の導入を

（5）市史編纂業務の現況は

◆福島　ヤヨヒ議員……………P13
（1）小学生の給食無償化と食品ロスの無い食育を

（2）公共施設の省エネ化は

（3）救急車要請の負担発生は

（4）東海第二原発避難計画

◆内田　和彦　議員……………P14
（1）「軟骨伝導イヤホン」導入について

（2）空き家対策

◆香取　憲一　議員……………P14
（1）消防団アプリ県内初導入を目指し早期実現を

（2）旧小川小解体の現状

（3）子ども家庭センターの状況

◆鈴木　俊一　議員……………P15
（1）食の安全保障について見解を伺う

（2）市の食糧自給率は

（3）エネルギー自給率は

（4）エネルギーの地産地消

12
名
の
議
員
が
質
問

市
政
市
政
をを
問
う
問
う

◆戸田　大我　議員……………P９
（1）部活動の地域移行には丁寧かつ十分な配慮を

（2）災害時の支援体制

◆真家　功　　議員……………P10
（1）仏軍共同訓練 防衛省事前調整はどのように

（2）AGG 訓練騒音対策

（3）周辺整備協議会との調整

◆長津　智之　議員……………P10
（1）地域イベント等で交通規制を伴う安全対策

（2）企業誘致対策

（3）BRT 事業について

◆谷仲　和雄　議員……………P11
（1）民間の児童発達支援センターとの関わり方は

（2）基金繰入れと現在高

◆石井　旭　　議員……………P11
（1）旧上吉影小学校跡地へ企業誘致を提案する

（2）定額タクシー導入を提案

◆山崎　晴生　議員……………P12
（1）増加する介護認定申請を持続可能な運用に

（2）女性消防職員の採用

◆宮内　勇二　議員……………P12
（1）小美玉市の太陽光発電施設の今後は

（2）小中学生の学力向上

一般質問



10

仏軍共同訓練 防衛省事前調整はどのように 真
ま い え

家 功
いさお

答弁  報道発表という形で市へ連絡があった

地域イベント等で交通規制を伴う安全対策 長
な が つ

津 智
としゆき

之
答弁  新たに進入車両強制停止装置を整備する

  令和 6 年第 3 回定例会

録画映像

問
フ
ラ
ン
ス
軍
と
の
共

同
訓
練
に
つ
い
て
、
航

空
幕
僚
監
部
か
ら
報
道
発
表
が

あ
っ
た
が
、
我
々
議
員
と
し
て

も
直
前
に
知
ら
さ
れ
た
状
況
で

あ
り
、
寝
耳
に
水
と
い
っ
た
印

象
で
あ
る
。
共
同
訓
練
に
お
け

る
防
衛
省
と
の
事
前
調
整
の
状

況
、
市
へ
の
情
報
提
供
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
か
詳
細
に
伺

う
。答

市
長
公
室
長

　
フ
ラ

ン
ス
軍
と
の
共
同
訓

練
は
、
７
月
19
日
か
ら
20
日
ま

で
実
施
さ
れ
、
航
空
幕
僚
監
部

か
ら
の
報
道
発
表
と
い
う
形

で
、
６
月
25
日
、
北
関
東
防
衛

局
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
。
周
辺

住
民
へ
の
周
知
状
況
に
つ
い
て

は
、
直
ち
に
同
日
付
を
も
っ
て

市
議
会
及
び
地
元
協
議
会
へ

メ
ー
ル
等
に
て
周
知
し
、
小
川

地
区
の
各
区
長
へ
は
公
表
資
料

を
６
月
27
日
の
区
長
便
に
て
配

付
し
回
覧
を
お
願
い
し
た
。

Ａ
Ｇ
Ｇ
訓
練

騒
音
対
策

問
Ａ
Ｇ
Ｇ
訓
練
は
爆
音

に
よ
り
相
当
な
被
害

を
周
辺
住
民
に
与
え
て
い
る
。

主
と
し
て
危
険
防
止
に
努
め
る

行
為
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
百
里
基
地
と
ど
の
よ
う
な

調
整
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
市
長
公
室
長
　
Ａ
Ｇ

Ｇ
訓
練
は
、
毎
月
一
定

期
間
内
の
５
日
程
度
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
訓
練
に
事
故
等
へ

の
不
安
を
感
じ
る
住
民
の
方
々

は
多
い
と
推
察
す
る
。
今
後
も

Ａ
Ｇ
Ｇ
訓
練
を
含
む
飛
行
訓
練

の
安
全
に
は
万
全
を
期
す
よ
う
、

百
里
基
地
に
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
基
地
上
空
に

お
け
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
訓
練
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
訓
練
時
刻
及
び
訓

練
機
の
数
な
ど
騒
音
軽
減
策
の

検
討
を
要
望
し
て
い
く
。

周
辺
整
備
協
議
会

と
の
調
整

問
基
地
対
策
が
市
長
公

室
に
移
管
さ
れ
た
。

こ
れ
は
市
長
政
策
の
中
心
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

百
里
飛
行
場
周
辺
整
備
協
議
会

と
一
歩
進
ん
だ
積
極
的
な
調
整

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
長
公
室
長
　
協
議

会
と
の
調
整
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
も
協
議
会
か
ら
の

様
々
な
要
望
を
防
衛
省
へ
伝
え

て
お
り
、
百
里
基
地
と
の
共
存

共
栄
に
お
い
て
は
、
協
議
会
の

理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
も
、
協
議
会
か
ら
の
要
望

は
、
防
衛
省
や
百
里
基
地
へ
つ

な
げ
る
た
め
、
市
と
し
て
も
積

極
的
な
調
整
を
し
て
い
く
。

録画映像

問
市
の
行
事
や
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
（
祭
礼
含

む
）
等
の
交
通
安
全
規
制
を
伴

う
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

答
総
務
部
長

　
市
で
実

施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
祭
礼

等
の
安
全
対
策
は
現
在
も
警
察

署
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
交
通
安
全
対

策
事
業
の
中
で
、
新
た
に
、
進

入
車
両
強
制
停
止
装
置
を
整
備

出
来
る
様
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。問

多
額
の
費
用
で
市
が

購
入
す
る
旨
の
答
弁

だ
が
、
地
域
の
祭
礼
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ど
の
様
な
方
向
性
で
い
く
の
か
。

答
総
務
部
長
　
進
入
車

両
強
制
停
止
装
置
が

整
備
で
き
た
際
に
は
、
安
全
第

一
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
有
効

活
用
の
観
点
か
ら
、
地
域
へ
の

貸
し
出
し
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。企

業
誘
致
対
策

問
本
市
に
お
け
る
産
業

用
地
（
工
業
団
地
）
等

の
調
査
を
含
め
た
、
企
業
誘
致

の
事
業
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
産
業
経
済
部
長

　
企

業
誘
致
事
業
の
方
向

性
と
し
て
、
国
の
関
係
団
体
が

実
施
し
て
い
る
、
産
業
用
地
整

備
促
進
伴
走
支
援
事
業
を
活
用

し
、
茨
城
空
港
周
辺
や
空
港
ア

ク
セ
ス
沿
道
エ
リ
ア
を
中
心
に

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
や
適
地

選
定
調
査
な
ど
、
来
年
度
か
ら

順
次
取
り
組
む
準
備
を
進
め
て

い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

Ｂ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て
、
新
田

木
谷
地
区
か
ら
旧
小
川
駅
ま
で

の
整
備
予
定
に
つ
い
て

☑AGG 訓練…F2 戦闘機などによる対地射爆撃

☑ 財政調整基金…自治体における年度間の財源の不均衡 （災害 ・ 景気変動等） を調整するための積立金

☑BRT 事業…鹿島鉄道跡地をバス専用の市道として整備し、 バスを運行する事業

▶
進
入
車
両
強
制
停
止
装
置

一般質問
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 民間の児童発達支援センターとの関わり方は 谷
や な か

仲 和
か ず お

雄
答弁  連携を図り療育体制の構築を検討していく

旧上吉影小学校跡地へ企業誘致を提案する 石
い し い

井 旭
あきら

答弁  進出事業者の募集に向け進めていく

議会だより 第 75 号

録画映像

問
民
間
機
能
を
活
用
し
、

こ

ど

も

家

庭

セ

ン

タ
ー
を
起
点
と
し
た
専
門
的
相

談
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
両
セ

ン
タ
ー
の
関
わ
り
方
は
。

答
福
祉
部
長

　
乳
幼
児

健
診
で
の
精
神
発
達

面
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
形
成
や
言
語
・
情
緒
訓
練

な
ど
の
場
と
し
て
コ
ス
モ
ス
教

室
を
開
催
。
今
後
は
当
教
室
に

お
い
て
臨
床
心
理
士
や
保
育

士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に

加
え
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
療
育
体

制
の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

基
金
繰
入
れ
と

現
在
高

問
当
初
予
算
へ
の
財
政

調
整
基
金
繰
入
額
及

び
年
度
中
の
繰
替
運
用
額
の
状

況
を
踏
ま
え
、
財
政
調
整
基
金

の
状
況
と
見
通
し
は
。

答
財
務
部
長

　
災
害
復

旧
等
の
特
殊
な
財
政

事
情
が
無
い
限
り
、
税
収
や
地

方
交
付
税
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
年
度
内
に
繰
戻
し
を
行
う

予
定
。
何
ら
対
策
を
打
た
ず
こ

れ
ま
で
通
り
の
ペ
ー
ス
で
繰
入

れ
を
続
け
た
場
合
、
繰
入
れ
に

伴
う
基
金
残
高
は
年
に
約
16
．

５
％
か
ら
30
％
の
割
合
で
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

万
が
一
、
財
政
調
整
基
金
が
枯

渇
し
た
場
合
は
、
金
融
機
関
等

か
ら
の
一
時
借
入
れ
が
想
定
さ

れ
る
が
、
財
政
調
整
機
能
を
失

う
こ
と
は
財
政
運
営
上
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。事
業
費
の
調
整
、

事
業
見
直
し
、
事
業
ス
ク
ラ
ッ

プ
推
進
、
税
外
収
入
の
確
保
強

化
に
努
め
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
が

増
額
と
な
れ
ば
一
般
財
源
の
歳

出
抑
制
に
も
有
用
と
な
る
。

録画映像

問
東
関
道
の
開
通
が
令

和
８
年
と
な
り
旧
上

吉
影
小
学
校
の
立
地
条
件
は
素

晴
ら
し
い
環
境
に
あ
り
、
民
間

企
業
の
進
出
に
向
け
、
思
い

切
っ
た
施
策
を
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
か
伺
う
。

答
副
市
長

　
旧
上
吉
影

小
は
、
無
償
譲
渡
す
る

条
件
の
も
と
民
間
事
業
者
へ
募

集
を
行
い
、
土
地
に
つ
い
て

は
、
利
用
す
る
面
積
に
応
じ
て

貸
し
付
け
る
こ
と
で
、
進
出
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

公
募
で
き
る
状
況
を
作
り
、
12

月
議
会
に
て
ご
報
告
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。
そ
の
後
、
募

集
の
開
始
、
民
間
事
業
者
の
選

定
、
地
元
説
明
会
を
経
て
、
議

会
へ
「
公
有
財
産
の
無
償
譲

渡
」
に
つ
い
て
、
上
程
す
る
予

定
で
進
め
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

旧
下
吉
影
小
学
校
跡
地
利
活
用

の
民
間
企
業
誘
致
を
要
望
す
る

定
額
タ
ク
シ
ー

導
入
を
提
案

問
自
動
車
運
転
免
許
証

返
納
状
況
と
高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
の
事
故
件
数
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長

　
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
免
許

返
納
し
た
人
は
令
和
４
年

１
３
８
人
、
令
和
５
年
１
０
０

人
で
あ
る
。
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
件
数
は
令
和
４
年

で
１
５
９
８
件
、
令
和
５
年
で

１
７
４
０
件
で
あ
る
。

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

行
政
区
に
お
け
る
利

用
状
況
と
傾
向
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長

　
タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
率
は

タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
所
在
す
る

行
政
区
を
中
心
に
多
い
が
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
離
れ
て
い

る
地
域
で
は
利
用
者
が
少
な
い

だ
け
で
な
く
、
タ
ク
シ
ー
券
の

申
請
す
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。

提
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と

合
わ
せ
て
定
額
タ
ク

シ
ー
を
百
里
基
地
周
辺
地
域
の

方
々
に
防
衛
補
助
金
を
活
用

し
、
導
入
を
提
案
す
る
。

答
市
長　

防
衛
補
助
金

を
活
用
し
た
支
援
策

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
防
衛
当

局
と
協
議
を
し
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

▲旧上吉影小学校

▶
小
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
１
階

　

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

☑ こども家庭センター…妊娠 ・ 子育て ・ DV など様々な相談に対応する市の相談支援窓口 （所在 ： 小美玉市小川 2-1）

☑ 財政調整基金…自治体における年度間の財源の不均衡 （災害 ・ 景気変動等） を調整するための積立金

一般質問
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小美玉市の太陽光発電施設の今後は 宮
みやうち

内 勇
ゆ う じ

二
答弁  適切な施設管理と廃棄パネル処分の指導

増加する介護認定申請を持続可能な運用に 山
やまざき

崎 晴
は る お

生
答弁  二次判定手続の簡素化を含め運用を検討する

  令和 6 年第 3 回定例会

録画映像

問
現
在
の
介
護
認
定
状

況
と
課
題
は
。

答
福
祉
部
長
　
令
和
５

年

度

申

請

数

は

１
８
７
７
件
で
新
規
申
請
が

６

９

０

件
、
更

新

申

請

が

９
０
８
件
、
区
分
変
更
申
請
が

２
７
９
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
更
新
申
請
が
最
も
多

く
の
全
体
の
48
．
３
％
を
占
め

て
い
る
。

更
新
時
に
お
け
る
介
護
度
の
変

更
割
合
は
、
介
護
度
が
上
が
っ

た
方
は
34
．
２
％
、
下
が
っ
た
方

は
18
．
０
％
、
変
更
な
し
が
47
．

８
％
と
な
っ
て
い
る
。
直
近

３
ヵ
月
の
認
定
ま
で
の
平
均
期

間
は
38
．
７
日
と
な
っ
て
お
り

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
が
外
部
委

託
、
認
定
調
査
員
を
増
員
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

要
茨
城
県
市
長
会
へ
更

新
申
請
廃
止
・
簡
素

化
を
提
案
し
、
国
へ
要
望
し
て

頂
き
た
い
。

女
性
消
防
職
員

の
採
用

問
15
年
ぶ
り
の
採
用
と

な
る
女
性
消
防
職
員

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
消
防
長
　
消
防
本
部

庁
舎
、
各
消
防
署
に

は
女
性
消
防
職
員
専
用
の
施
設

が
な
く
、
本
年
度
中
に
消
防
本

部
庁
舎
２
階
の
一
部
を
改
修

し
、
女
性
職
員
専
用
施
設
を
整

備
す
る
。
今
後
、
女
性
消
防
職

員
の
積
極
的
な
採
用
を
す
る
に

あ
た
り
、
美
野
里
・
玉
里
消
防

署
に
も
女
性
専
用
施
設
を
整
備

す
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
、
消

防
庁
舎
整
備
事
業
を
順
次
進

め
、
女
性
消
防
職
員
が
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。要

教
育
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
・
出
産
育
児
な
ど
の

対
応
も
含
め
、
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
を
要
望
す
る
。

録画映像

問
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
今

後
発
生
す
る
パ
ネ
ル

の
廃
棄
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
民
生
活
部
長

　
苦

情
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
現
地
の
状
況
を
確
認
し
て

事
業
者
に
改
善
す
る
よ
う
指
導

し
、
改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合

や
悪
質
な
も
の
に
対
し
て
は
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
直
接

指
導
す
る
な
ど
連
携
し
、
対
応

す
る
体
制
と
し
て
い
る
。

今
後
発
生
す
る
パ
ネ
ル
の
廃
棄

に
つ
い
て
、
大
量
に
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
で
き
る
。
廃
止
さ

れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
産
業
廃

棄
物
で
あ
り
、
廃
止
施
設
が
放

置
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
適
切
な

処
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
を

行
う
。

要
小
美
玉
市
の
景
観
を

守
る
た
め
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
・
農
地
を
守
る
た

め
、
そ
し
て
太
陽
光
発
電
施
設

が
適
正
に
管
理
さ
れ
、
今
後
発

生
す
る
施
設
や
パ
ネ
ル
が
適
切

に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
小
美
玉

市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強

化
を
今
後
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

小
中
学
生
の

学
力
向
上

問
本
市
に
お
け
る
現
状

と
課
題
、
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

答
教
育
長

　
県
平
均
よ

り
や
や
下
回
っ
て
お

り
、
各
教
科
に
お
い
て
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
課
題

で
あ
る
。

授
業
改
善
で
は
、
日
々
の
授
業

に
お
い
て
、
従
来
の
よ
う
な
「
教

師
が
教
え
る
」
一
斉
授
業
か

ら
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に

「
学
び
合
う
」
授
業
へ
の
転
換
を

図
り
、
家
庭
学
習
の
充
実
で

は
、
家
庭
と
連
携
し
て
学
習
習

慣
の
定
着
に
努
め
、
量
と
質
の

確
保
を
推
進
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
学
力
の
定
着
の

た
め
に
、
学
力
向
上
支
援
員
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
授
業
で
の
き
め
細
や

か
な
指
導
の
展
開
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

要
教
員
の
指
導
力
向
上

に
向
け
て
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
し
っ
か
り

と
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

▶�

小
美
玉
市
消
防
本
部
（
小
川
地

内
）

☑ICT…通信技術を使ってデジタル化された情報をやりとりする技術。 例タブレット ・ 電子黒板など

一般質問
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小学生の給食無償化と食品ロスの無い食育を 福
ふくしま

島 ヤヨヒ
答弁  将来的な無償化に向け早期実現に取り組む

第三セクター 稼ぐ力をつけるために 鬼
お に た

田 岳
た け や

哉
答弁  県支援拠点にも協力を仰ぎ、収益力強化を促す

議会だより 第 75 号

録画映像

録画映像

答
消
防
長
　
医
療
機
関
が

救
急
搬
送
は
適
切
で

な
か
っ
た
と
判
断
し
た
時
は
選

定
療
養
費
が
加
算
さ
れ
る
。
救

急
車
要
請
の
判
断
に
迷
う
と
き

は

「茨
城
県
救
急
電
話
相
談
」

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
一
人

暮
ら
し
の
方
は
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
に
よ
り
通
報
で
き
る
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
で
も
安
心
で
き
る

社
会
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

東
海
第
二
原
発

避
難
計
画

問
市
は
ひ
た
ち
な
か
市

か
ら
の
受
け
入
れ
協

定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
と
、
避
難
者
に
対
し
て
の

備
蓄
品
等
対
策
を
伺
う
。

答
総
務
部
長
　
受
け
入

れ
人
数
は
５
５
０
０

人
。
ひ
た
ち
な
か
市
か
ら
の
広

域
避
難
用
と
し
て
別
途
用
意
し

て
い
る
備
蓄
は
特
別
に
な
く
、

ひ
た
ち
な
か
市
と
茨
城
県
が
協

力
し
て
避
難
所
を
運
営
す
る
協

定
に
な
っ
て
い
る
。

問
市
長
は
脱
原
発
首
長

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
市
長

　
参
加
し
て
い
な

い
。

☑ 第三セクター…自治体と民間事業者が共同出資して設立する法人

☑ ㈱小美玉ふるさと食品公社…小美玉市が出資している第三セクターで、 乳製品の加工販売を行う

☑ 県よろず支援拠点…中小企業庁が各都道府県に設置している経営支援拠点

☑ 選定療養費…医療機関からの紹介状を持たずに受診する際、 医療費と別に負担する費用

☑ 茨城県救急電話相談…連絡先 おとな （15 歳以上） #7119  　こども （15 歳未満） ＃ 8000

一般質問

問
㈱
小
美
玉
ふ
る
さ
と
食

品
公
社
の
収
益
力
強
化

に
向
け
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
産
業
経
済
部
長

　
本
年

５
月
の
公
社
株
主
総
会

に
て
、
産
業
経
済
部
長
が
取
締
役

に
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
出

資
団
体
と
し
て
一
層
の
提
言
や
助

言
を
行
う
。
ま
た
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
に
協
力
を
仰
ぎ
、
今
後
は
赤

字
販
路
見
直
し
や
価
格
転
嫁
等
の

有
効
性
を
見
極
め
な
が
ら
経
営
の

改
善
を
促
し
て
い
く
。

夏
季
停
電
対
策

の
強
化
を

問
市
内
に
て
、一
定
時
間
を

超
え
る
停
電
が
複
数
回

発
生
し
た
。
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

答
総
務
部
長
　
情
報
提
供

お
よ
び
熱
中
症
対
策
が

課
題
。
今
後
は
、
当
事
者
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
、
情
報
提
供

の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

支
援
を
要
す
る
場
合
は
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
活
用
を
促

す
。
同
時
に
災
害
備
蓄
品
も
、
実

情
に
応
じ
た
分
散
備
蓄
へ
と
検
討

す
る
。地

域
の
遊
び
場

確
保
に
向
け
て

問
閉
校
施
設
の
遊
具
活
用

や
校
庭
開
放
の
検
討
状

況
を
伺
う
。

問
小
学
生
の
給
食
無
償

化
の
早
期
実
現
と
、

食
べ
残
し
の
無
い
食
育
と
給
食

時
間
の
確
保
を
願
う
。

答
教
育
部
長

　
給
食
無

償
化
は
安
定
的
な
財

源
確
保
に
努
め
早
期
実
現
に
向

け
検
討
す
る
。
食
品
ロ
ス
に
つ

い
て
は
給
食
だ
よ
り
や
動
画
等

に
よ
り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

へ
啓
発
す
る
。
給
食
時
間
に
つ

い
て
は
、
見
直
し
を
含
め
検
討

す
る
。公

共
施
設
の

省
エ
ネ
化
は

問
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
と
省
エ
ネ
機
器
導

入
、
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
を
。

答
財
務
部
長
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
解
体
を
計
画
し
て

い
る
施
設
を
除
い
て
、
機
器
の
更

新
時
に
導
入
し
て
い
く
。
省
エ

ネ
機
器
導
入
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
市
内
４

校
で
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
追

加
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

救
急
車
要
請
の

負
担
発
生
は

問
救
急
車
要
請
時
に
負

担
が
発
生
し
た
時
の

対
応
と
、
一
人
暮
ら
し
の
救
急

要
請
の
在
り
方
は
。

答
教
育
部
長
　
閉
校
施

設
の
遊
具
移
設
は
実

績
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど

は
経
年
劣
化
か
ら
困
難
。
ま
た

校
庭
開
放
に
は
、
施
設
管
理
業

務
と
安
全
確
保
に
向
け
た
課
題

が
あ
る
。

福
祉
部
長

　
今
後
は
、
策
定
中

の
「
小
美
玉
市
子
ど
も
計
画
」

で
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊

び
場
と
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に
つ

い
て
方
向
性
を
整
理
し
、
改
善

に
取
り
組
む
。

新
た
な
創
業

支
援
の
導
入
を

提
稼
げ
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
一
環
と
し

て
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
新

た
な
創
業
支
援
の
導
入
を
提
案

す
る
。

答
産
業
経
済
部
長
　
周

辺
自
治
体
の
事
例
調

査
等
を
行
い
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

市
史
編
纂
業
務

の
現
況
は

問
来
年
度
で
市
制
発
足

か
ら
20
年
を
迎
え
る
。

市
史
編
纂
業
務
の
現
況
を
伺
う
。

答
教
育
部
長
　
市
の
文

化
財
保
護
審
議
会
に

お
い
て
の
審
議
を
踏
ま
え
、
今

後
検
討
を
進
め
る
。
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☝こども家庭センターの
　　　詳細はこちらから

消防団アプリ県内初導入を目指し早期実現を 香
か と り

取 憲
けんいち

一
答弁  消防団と連携し、ICT活用の取組を進めていく

「軟骨伝導イヤホン」導入について 内
う ち だ

田 和
かずひこ

彦
答弁  試行導入に向け庁内関係部署と協議を進める

  令和 6 年第 3 回定例会

録画映像

要
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

を
窓
口
設
置
す
る
事

で
、
聴
覚
に
配
慮
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
多
言
語
対

応
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
マ
ス
ク
を

し
て
い
て
も
大
声
で
話
す
必
要

が
な
く
、
周
囲
に
個
人
情
報
が

聞
か
れ
る
心
配
が
な
い
た
め
、

ス
ム
ー
ズ
な
会
話
が
期
待
で
き

る
。
早
期
導
入
を
要
望
す
る
。

答
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま
で

難

聴

者

等

へ

の

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
困
難
な

状
況
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
無
い

と
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
を
行
う
う
え
で

は
、「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
市
民
が
窓
口
を

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

た
め
、
試
行
導
入
に
向
け
て
庁

内
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

空
き
家
対
策

問
空
き
家
の
も
た
ら
す

問
題
と
し
て
「
雑
草
・

悪
臭
な
ど
衛
生
環
境
の
悪
化
」

「
景
観
の
悪
化
」「
不
法
侵
入
な

ど
に
よ
る
治
安
の
悪
化
」「
生

命
・
身
体
へ
の
被
害
の
恐
れ
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も

放
火
や
不
法
投
棄
の
温
床
に

な
っ
た
り
、
賃
貸
住
宅
の
場
合

は
空
き
家
、
空
き
室
は
経
営
的

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
空
き
家

所
有
者
の
６
割
は
活
用
を
望
ん

で
い
る
が
４
割
強
は
何
も
し
て

い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
空
き
家
を
減
ら
す
た

め
に
何
が
必
要
で
、
最
優
先
に

取
組
ん
で
い
る
事
柄
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
伺
う
。

答
市
民
生
活
部
長
　
市

内
に
点
在
す
る
空
き

家
の
的
確
な
把
握
と
所
有
者
と

の
情
報
の
共
有
を
最
優
先
に
取

組
ん
で
い
る
。
空
き
家
問
題

は
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
問
題
で
あ
り
、
今
年
度
か
ら

茨
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

と
連
携
し
、
空
き
家
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家

の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。

録画映像

問
１
年
前
に
提
言
し
た

消
防
団
ア
プ
リ
導
入

検
討
の
状
況
を
伺
う
。

答
消
防
長

　
消
防
団
活

動
を
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
支
援
す
る
重
要
な

施
策
と
し
て
、
小
美
玉
市
に
適

し
た
ア
プ
リ
構
築
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

旧
小
川
小
解
体

の
現
状

問
旧
小
川
小
解
体
の
状

況
と
歴
史
的
遺
物
の

取
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
部
長
　
解
体
の

進
捗
状
況
は
校
舎
が

内
装
解
体
・
外
壁
ア
ス
ベ
ス
ト

撤
去
が
進
行
中
。
「
稽
医
館
の

碑
」
等
の
歴
史
的
遺
物
は
敷
地

内
で
大
切
に
保
管
し
た
う
え

で
、
し
っ
か
り
と
今
後
の
整
備

事
業
へ
繋
げ
て
い
く
。

こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
状
況

問
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
福
祉
部
長
　
母
子
保

健
業
務
と
家
庭
相
談

業
務
が
あ
る
が
、
虐
待
案
件
の

相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
に

更
に
取
組
ん
で
い
く
。
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
向
上
と
保
健
師

の
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

▲解体工事中の旧小川小学校

☑稽医館…小川城跡にあった医学研究所（文政元年1818年建立）。 本間玄琢が設立に尽力した。

☑こども家庭センター…妊娠 ・ 子育て ・ DVなど様々な相談に対応する市の相談支援窓口（所在 ： 小美玉市小川2-1）

▲軟骨伝導イヤホン

☑ 軟骨伝導イヤホン…耳の入り口付近の軟骨を振動させて音を伝えるイヤホン

▲アプリイメージ

一般質問
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食の安全保障について見解を伺う 鈴
す ず き

木 俊
しゅんいち

一
答弁  国や県が行う施策や方針に沿った対応を

議会だより 第 75 号

録画映像

問
世
界
的
な
食
糧
危
機

に
備
え
る
こ
と
が
食

の
安
全
保
障
で
あ
る
。
市
独
自

の
備
え
を
伺
う
。

答
産
業
経
済
部
長

　
昨

今
の
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
、
農
作
物
の
生
産
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
状
況
が
長
期
化
・
頻
発

化
し
た
場
合
に
は
、
食
料
供
給

に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
市
単
独
で
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
国
・

県
・
農
協
な
ど
関
係
団
体
と
の

情
報
共
有
に
努
め
、
国
や
県
が

行
う
施
策
や
方
針
に
沿
っ
た
対

応
を
し
て
い
く
。

市
の

食
糧
自
給
率
は

問
日
本
の
食
糧
自
給
率

は
37
％
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
市
で
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
か
。

答
産
業
経
済
部
長
　
市

内
に
お
け
る
主
食
用

米
の
生
産
量
と
一
般
的
な
概
算

消
費
量
で
試
算
す
る
と
約

１
５
８
％
と
な
る
。
仮
に
市
内

全
市
民
が
消
費
を
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
量

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
充
足
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は

問
市
内
で
発
電
で
き
る

能
力
で
、
市
内
の
一

般
家
庭
の
電
力
を
ど
れ
く
ら
い

賄
え
る
か
。

答
市
民
生
活
部
長

　
市

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
能
力
合
計
は
、

13
万
３
８
４
９
．５
Ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ

る
。
一
般
家
庭
の
電
力
消
費
量

は
変
動
が
あ
る
が
、
最
大
で
１
日

あ
た
り
15
Ｋ
Ｗ
ｈ
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
市
内
太
陽
光
発
電
施

設
に
よ
る
１
時
間
の
発
電
で
約

８
９
０
０
世
帯
の
１
日
分
の
使

用
電
力
が
賄
え
る
計
算
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消

問
地
域
内
で
発
電
か
ら

消
費
ま
で
を
完
結
さ

せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
（
地
域

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
）
を
。

答
市
民
生
活
部
長
　
今

年

度

か

ら

エ

ネ

ル

ギ
ー
需
要
や
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
推
計
し
、
市
内
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

を
設
定
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
見
据
え
た
モ
デ
ル
事

業
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

本会議のライブ中継や録画映像
が 視聴できます

令和６年第３回定例会アクセス数　　　　　1,125 件

これまでの累計アクセス数　　　　　　　　15,044 件

☑ エネルギーの地産地消…エネルギーを地域で創り、 地域内で消費する取組み

☑ マイクログリッド…地域に小規模な発電施設を作り、 大規模発電に頼らない 「地産地消」 を行う仕組み

一般質問

本会議の映像配信、

会議録検索はこちらから ▶▶
ライブ中継 LIVE が表示されている会議を選択し、 ライブ中継をご覧ください。

録画映像配信 インターネット中継を行った過去の本会議をご覧になれます。
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　今回の議会だより第75号の中から、 問題を３つ出題し

ます。 正解した方の中から抽選で、 QUOカード2,000

円分を10名にプレゼントします。 ぜひご応募ください！

問①　小美玉市の特別会計は全部で○○会計

問②　�独立採算で特定の事業を経理するのは
〇〇会計

問③　�令和５年度一般会計歳入のうち自主財源
は〇割

◇応募方法　�電子申請 ・ はがき ・ FAXなどで、 住所、 氏名、

クイズの答えを明記してご応募ください。 また、

議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせて

お寄せください。

◇締め切り　令和６年11月29日（金）まで

　　　　　　　　 ＊当日消印有効

◇応 募 先　 �〒319-0192　小美玉市堅倉835 

小美玉市役所議会事務局宛 

FAX ： 0299-48-1199

　　　　　　　　☆�応募に関する個人情報は、 プレゼントの送付以

外には利用しません。

　　　　　　　　☆�クイズ当選者発表はQUOカードの発送をもっ

てお知らせします。

◆第71回クイズの正解 ：  問① 11　問② 26　　問③ 28　

　9月18日の本会議において、 パレスチナ ・ ガザ地区の即時

停戦を求める意見書及び決議について全会一致で可決しまし

た。 

市民の声市民の声

パレスチナ・ガザ地区のパレスチナ・ガザ地区の
即時停戦を求める決議　可決即時停戦を求める決議　可決

簡単応募で景品チャンス！簡単応募で景品チャンス！
  第72回  プレゼントクイズ  第72回  プレゼントクイズ

応募用 QR

要請・決議内容（一部）
１．ガザ地区における即時停戦
２．食料、飲料水、医療品など必要な人道支援の強化
３．国連総会での停戦決議、国際人道法を含む国際法の尊重によ
る恒久的な停戦の実現

意見書提出先
　　　　　　　　衆議院議長　　　　　　参議院議長　
　　　　　　　　内閣総理大臣　　　　　外務大臣　

▶
提
案
理
由
を
説
明
す
る

　
　
　
　
　

長
津
総
務
常
任
委
員
長

・ �行方市における予算の使用比率や、 行政状況等と

比較して、 いかにより良い魅力ある市に生かしてい

けないか読んでいます。 （行方市 ・ I）

・ �QRコードをスマホで撮ると、 その画面に繋がる。

色んな器具類を利用することで、 広報誌や市議会

が身近になりとても便利です。 小美玉市に籍を置

いて行政メールも活用し、 市からの情報ありがたく

思います。 （田木谷 ・ K）

・ �小美玉市に引っ越したばかりで様々なことが不安だっ

たのですが、 議会広報を読んだことでしっかりした

議会がある市なんだと認識できました。 （百里 ・ N）

・ �こちらのプレゼントクイズがきっかけで、 若い世代

にも議会内容に興味を持ってもらえるので良いと思

います。 本会議を動画で観られるのもいいですね。

（羽鳥 ・ S）

市民の声一覧はこちらから▶

教職員定数改善・義務教育費教職員定数改善・義務教育費
国庫負担制度堅持　政府へ要請国庫負担制度堅持　政府へ要請
　9月18日の本会議において、 教職員定数改善と義務教育費

国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書について全

会一致で可決しました。 

要請内容（一部）
１．中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる
学級編制標準の引き下げ等少人数学級について検討すること
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員
の増員や少数職種の配置増など、教職員定数改善を推進すること
３．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財源を確
保した上で義務教育費国庫負担制度を堅持すること

意見書提出先
　　　　　　　　衆議院議長　　　　　　参議院議長
　　　　　　　　内閣総理大臣　　　　　財務大臣　　　
　　　　　　　　総務大臣　　　　　　　文部科学大臣

▶
提
案
理
由
を
説
明
す
る

　
　
　
　

石
井
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

たくさんのご意見、 ご感想ありがとうございました。

いただいたご意見を参考に取組んでまいります。
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 　令和６年７月４日、 5 日　百里基地 ・ 茨城

空港対策特別委員会が市長 ・ 議長とともに

百里基地の所在による住民生活への影響等

に対する周辺対策について要望するため、 北

関東防衛局と百里基地を訪れました。

  訪問時には、 訓練に係る安全対策の徹底や

飛行時間帯の自粛、 交付金の拡充など、 地

元の実情を理解し、 周辺対策の一層の充実

が図られるよう強く訴えました。

▼ �7/4 防衛省北関東防衛局長に陳情書を
提出

企業誘致研修を受講企業誘致研修を受講

百里基地・茨城空港対策
特別委員会

▶
７
／
５
百
里
基
地
司
令
に
申
し
入
れ
書
を
提
出

議
会
全
体
研
修（
座
学
）

議会全体研修（救命講習）
▼�８月９日 議会全体で普通救命講習を受講しました。救命の

知識と技術を身につけるため、美野里消防署職員の実技指

導のもと、心肺蘇生法やＡＥＤの操作方法について理解を

深めました。

【
参
加
議
員
コ
メ
ン
ト
】

　

�

数
年
ぶ
り
の
受
講
と
な
り
ま
し
た
が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
回
数
が
変
更
に

な
っ
た
こ
と
等
、
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
有
意
義
な
機
会
で
し
た
。

　
�

不
測
の
事
態
に
慌
て
る
こ
と
な
く
、
人
の
命
を
つ
な
げ
る
大
切
さ
を
改
め
て

学
び
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲�８月９日 議会全体で企業誘致に関する研修を受講しま

した。

　�茨城県立地整備課　課長　大枝　浩明氏　外２名を講師

に招き、県内の企業誘致の状況や企業が立地先を選定す

る際に重視する要素についてなど理解を深めました。

活動報告

基地に関する要望活動を実施基地に関する要望活動を実施



会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊�議場（市役所本庁舎3階）での傍聴には、 簡単

な受付 （氏名 ・ 住所等の記入）が必要です。

＊�委員会等の詳しい日程については、  12月3日

（予定）に開催する議会運営委員会で協議しま

す。 議会事務局までお問い合わせください。

   

＊�市ホームページから本会議の模様をインターネッ

ト配信しております。 パソコン ・ スマートフォン

からご視聴できます。 また、 本庁舎、 小川総

合支所、 玉里総合支所1階ロビーに設置され

ているＴＶモニターでもご自由にご覧いただけ

ます（受付は不要）。

　 １２月４ 日（水）　開会予定 

　  次の定例会は

第４回定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3
議会運営
委員会

4 
本会議
（議案説明等）

開会

5
議案調査

6
議案調査

7

8 9
議案調査 

10
議案調査 

11
本会議
（一般質問）

12
本会議
（一般質問）

13
本会議
（一般質問）

14

15 16
常任委員会

17
常任委員会

18
常任委員会

19 20
本会議
（報告、採決）

閉会

21

　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
と
言
い
ま
す
が
、

酷
暑
、
猛
暑
の
夏
が
終
わ
り
、
天
高
く
馬
肥
ゆ

る
秋
と
な
り
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
の
コ
ス
モ
ス
も
咲

き
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
議
会
第
３
回
定
例
会
も
８
月
28
日

に
開
会
し
、
９
月
18
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た

り
、
慎
重
な
る
審
議
、
審
査
を
行
い
無
事
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、
前
年
度
の
執
行
状
況
を

審
査
す
る
為
の
「
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
決
算
議
会
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

小
美
玉
市
議
会
は
、
常
に
住
民
に
対
し
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
議
会
広

報
の
紙
面
刷
新
等
、
住
民
の
皆
様
が
「
読
ん
で

み
た
い
広
報
紙
」
へ
向
け
て
研
鑽
を
し
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
市
民
の
皆
様
に
も
議
会
広
報
紙

を
一
読
後
に
、
是
非
ご
意
見
や
ご
感
想
を
議
会

広
報
委
員
会
に
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

長
津　

智
之

編  

集  

後 
 

記

発
行
編
集
責
任
者　

議    

長　

長
島　

幸
男

広
報
特
別
委
員
会　

委 

員 

長　

香
取　

憲
一

　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

山
崎　

晴
生

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

鈴
木　

俊
一

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

長
津  

智
之

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

真
家　

功

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

戸
田　

大
我

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

鬼
田　

岳
哉

市民に市民に愛される愛される議会だよりに向けて議会だよりに向けて
見やすい! 分かり易い! 興味の湧く!
　広報特別委員会ではこの３つのテーマの達成に

向け、７月26日に広報研修会を市役所で開催しま

した。

　講師には、寄居町（町村議会広報全国コンクール

で最優秀賞を受賞）で議会広報を編集する専門家を

招き、読まれやすいデザインやレイアウトについ

て学びました。

　議会だよりがより多くの方々に愛読され、議会

をより身近に感じていただけるよう、引き続き委

員一同、調査研究して参ります。

　ぜひプレゼントクイズなどを通して、様々なご

意見やご要望をお寄せください。

プレゼントクイズの詳細は16ページ☞
▲議会広報研修会の様子（7月26日）

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

TEL 0299
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